


世
界
、て
も
有
数
の
過
密
都
市

で
あ
る
東
京

。

そ

の
極
致
と
も

い
え
る
都
心
の
上

空
に
、
も
し
自
由

に

利
用
で
き
る

新
し
い
大
地
が
誕
生
し
た
ら
：
：
：
。

そ

ん
な

壮
大
な
夢
を
、
現
代
の
建
設
技
術
に
よ
っ
て

実
現
す
る
な
ら
ば

ど
ん

な
姿
が
ふ
さ
わ

し
い
の

だ

ろ
〉
フ
か
。
今
回

大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
l

ム
は

都
心
再
開
発

の

一
手
法
t

し
て
新
し
い
地
表
面
を
創
造
す
る
試
み

尾
島
俊
雄
早
大
教
授
の
構
想
を
基
に

に
挑
戦
し
た
。

一
、

は
じ
め
に

ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・

ス
ウ
ィ

フ

卜
の
空
想
小
説
『
ガ
リ

ヴ
ァ
旅

行
記
』
の
中
に
、
「
ラ
ピ
ュ
タ
」
と

呼
ば
れ
る
浮
島
の
話
が
出

て
く
る
。
浮
島
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
何
も
な
い
空
間
に

ポ
ッ
カ
リ
と
浮
か
ん
だ
、
先
に
中
凶
家、
空
中
都
市
で
あ
る
。

直
径
が
四
マ
イ
ル
半

（約
七
・

二
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
に
及
ぶ

ラ
ピ
ュ
タ
に
は

、
正
常
や
行
部
が
あ
り

、

丘
や
森
な
ど
の
自

然
も
あ
る
。
い
わ
ば

、

既
存
の
大
地
の
上
空
に
浮
か
ぶ
新
し

そ
れ
が
ラ
ピ
ュ
タ
で
あ
る
。
主
人
公
の
ガ
リ
ヴ
ア

大
J也

は
、

滑
前
一
・
4
T使
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
ラ
ピ
ュ
タ
の
町
へ
行

き
、
そ
こ
で
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
新
し
い
附
界
と
山
会

う
の
で
あ
る
。

今
川
、
足
h
M俊
雄
教
佼
の
「
新
・

地
表
凶
の
建
設
に
よ
る

東
京
大
改
造
計
両
L

に
桜
し

た
時

、

わ
れ
わ
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

チ
l

ム
が
ま
ず
抱
い
た
の
が
、
こ

の
ラ
ピ
ュ
タ

の
イ
メ
ー

ジ
ゃで
あ
っ
た
。
都
市
に
お
け
る

従
来
の
人
工
地
盤
は
、
ビ
ル

の
付
侍
施
設

Jで
あ
っ
た
り
、
ピ

ル
と
ビ
ル
を
む
す
ぷ

施
設
t

し
て
の

コ
ン
ク

リ
ー
ト

・

デ
ッ

キ
・

タ
イ
プ
の
事
例
が
多
い
。

ル
・
コ

ル
ピ
ュ
ジ
ェ

の
描
い
た
有
名
な
バ
リ
計
幽

（
三0
0

は
、
そ

の
巨
大
な
も
の
で
あ
る
と
い

万
人
の
た
め
の
都
市
）

え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
対
し

、

厄
島
教
授
案
は
、
既
存
の
都
市
集
積
の
上

空
に
新
し
い
地
表
面
を
想
定
し
、
従
米
の
都
市
機
能
の
上
に

接
を
前
提
と
し
た
新
・

地
表
面
の
建
設

Aマ新
・

地
表
面
の
仁
は
、
都
心
型
の
住
ま
い
万
を
提
案
で

き
る
快
適
な
居
住
空
間
と
し

、
職
性
近
接
に
よ
る
定
住
人

μ

の
増
加
を
図
る
。

A
V新
・

地
表
面
の
上
は
盛
土
し
、
属
住
者
及
び
勤
労
者
が

緑
、

土
、
水
に
親
し
む
場
と
す
る

。

ま
た
、
道
路
は
緊
急

円
動
車
を
除
き
、
す
べ
て
歩
行
者
及
び
自
転
車
用
と
す
る
0

．
職
住
近
接
に
よ
り
都
心
部
の
交
通
量
を
相
対
的
に
減
少

さ
せ
る
効
果
を
持
た
せ
る
。

③
都
心
に
お
け
る
新
し
い
都
市
計
岡
の
考
え
五
を
提
案
で
き

る
新
・

地
表
面
の
建
設

Aマ新
・

地
表
面
を
適
当
な
間
隔
で
都
内
に
数
ユ
ニ
ッ
ト
建

設
し
、
東
京
全
体
の
改
造
計
曲
の
核
と
す
る。

a
v新
・

地
表
面
、
ゾー
ン
の
高
密
度
利
用
に
よ
り
、
周
辺
地

域
の
利
用
形
態
に
余
裕
を
持
た
せ
、
新
宿
御
苑
や
明
治
神

山
日
外
先
規
模
の
縁
地
を
創
造
す
る。

－
周
辺
の
業
務
機
能
を
服
収
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
に

近
い
地
域
に
新
し
い
住
宅
地
を
形
成
す
る
。

A－
呪
状
で
は
ま
だ
余
裕
が
あ
る
都
心
の
容
積
率
を
最
大
限

に
日
用
し
、
上
地
の
有
効
利
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る。

一一一、

新
・

地
表
面
の
概
要

以
上
の
考
え
万
を
基
本
に
、
新
・

地
表
面
の
規
模
と
利
用

形
態
の
検
討
を
お
こ

な
っ
た
。

①
全
体
の
規
模

都
心
に
お
け
る
現
状
の
業
務
地
域
の
規
模
を
考
慮
し
、

新
・

地
表
面
の
鐙
設
規
模
は
一
0
0
0

メ
ー
ト
ル
×
一
0
0

0
メ
ー

ト
ル
（
耐
研
一
O
O
万
平
万
メ
ー
ト

ル
）
を
一
ユ

ッ
ト
と
す
る
。

い
円
同
さ
は
、
尾
島
教授の
構
想
に
あ
る
業
務
地
域
の
案
に
よ

り
、

建
築
基
準
法
の
高
さ
制
限
の
一
つ
の
U

安
で
あ
る
さ
一
一

メ
ー
ト
ル
に
設
定
し
た
。

②
利
用
形
態
と
各
部
分
の
規
模

利
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
新
・
地
表
耐
の
上
は
脳
住
施
設

及
び
そ
の
凶
述
施
設
と
学
校
、
紘
地
な
ど
と
し
た
。
ま
た
、

ま

っ
た
く
新
し
い
側
値
を
重
ね
た
都
市
を
建
設
し
よ
う

と
す

る
試
み
で
あ
る
。

新
・

地
表
面
の
上
は

光
と
風

か
ら
注
目
さ

れ
て
い
る
。

今
後

、

東
京
が
国
際
都
市
と
し
て

し
か
も

の
機
能
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
過
程
で

い
わ
ゆ
る

に
満
ち
た
緑
と
上
の
あ
る
快
適
な
居
住
環
境
の
創
造
を
め
ざ

し
て
い
る
。

宅
」
う

し
た
点
が

わ
れ
わ
れ
に
ラ

ピ

ュ
タ
を
連

人
・

物
・

金
、

そ
し
て
情
報
と
い
う

四
大
要
素
が

、

現
在
以

上
に
古
川
密
度
に
集
積
す
る
こ

と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

一
方、

定
住
人
口
の
減
少
に
と
も
な
う
都
心
の
空
洞
化
に

よ
っ
て

、

町
内
か
ら
子
供
の
姿
が
消
え、

祭
り
や
町
内
行
事

も
縮
小
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
心
に
勤
務
す
る

人
た
ち
の

大
半
が

、

長
時
間
通
勤
を
し
て
お
り

、

そ
の
時
間
的
・

人
的

ロ

ス
は
膨
大
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
都
心
に
、

地
域
に
根

ざ
し

た
文
化
的
な
活
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
は

、

現
在
の
居

住
者
を

同
じ
地
区
に
居
住
さ
せ
る
と

同
時
に

、

職
住
近
接
に

よ
っ
て
新
た
な
定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
よ
う
な
再
開
発
が

お
こ

な
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

業
務
機
能
の
一
一
層
の
集
積
と

、

定
住
人
口
の
増
加
。
こ

の

二
つ
の
要
素
は

、

東
京
の
未
来
を
考
え
る
時

、

不
可
欠
の
も

の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
そ

こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は

、

二
つ
の
要
素
を
満
た
す
再
開
発
手
法
と
し
て

、

新
・

地
表
面

の
建
設
営
位
置
付
け
た
。

そ
し
て

新
・

地
表
面
の
建
設
コ
ン

セ
プ
ト
を

、

次
の
よ
う
に

定
め
た
。

7 

想
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ

こ

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は

、

尾
島
教
授
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら

、

ス
ウ
ィ
フ

卜

が
描
い
た
ラ
ピ
ュ
タ
を

東
京
に
置
き
換
え
、
新
・

地
表
面
に
よ
る
都
心
再
開
発
の
一

手
法
令
＼

こ
こ

に
提
案
す
る
こ

と

？
と

し

た
。

一
一、

東
京
の
現
状
と
新
・

地
表
面

の
概
念

①
都
心
の
機
能
を
整
理
し、

将
米
に
お
い
て
も
業
務
機
能
の

都
心
再
開
発
に
ふ
さ
わ
し
い
新
・

地
表
面
と
は
、
ど
う
い

う
も

の
、で
あ
ろ
う

か
。
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
ま
ず
、
建

設
す
ぺ
き
新
・

地
表
面
の
概
念
を
求
め
て
、
東
京
の
都
心
部

に
お
け
る
現
状
の
検
討
を
お
こ

な
っ
た
。

東
京
は
い
ま
、
二
つ
の
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ

れ
は
、
業
務
機
能
の
集
積
に
よ
る
過
密
化
と

、

定
住
人
口
の

減
少
に
よ
る
過
疎
化
で
あ
る
。

と
り
わ
け
都
心
三
区

（千
代
田
、
中
央
、
港
区
）
で
は

、

こ

の
傾
向
が
著
し
い
。

た
と
え
ば
、
都
心
三
区
の
合
計
面
積

は
東
京
都
区
部
全
体
の
七
%
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
こ

に

あ
る
オ
フ

ィ

ス
と

店
舗
の
床
面
積
は
、
東
京
都
区
部
全
体
の

五
二
%
を
も
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
都
心
三
区
に
勤
務
す
る

就
業
者
数
は
二
O
O
万
人
に
の
ぼ
る
の
に
対
し、

居
住
人
口

は
わ
ず
か
三
O
万
人
程
度
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、こ
う
し

た
傾
向
は
、
東
京
全
体
へ
と
広
が
り
、
さ
ら

に
大
阪
な
ど

の

諸
都
市
、
て
も
問
題
視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

業
務
機
能
の
集
肢
と

定
住
人
口
の
減
少
は

い
ま
ま
で

高
密
度
化
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
新
・

地
表
面
の
建
設

A
V新
・

地
表
面
に
よ
っ
て

、

都
心
居
住
の
パ
タ
ー
ン
を
温

は
同
じ
こ
と

の
表
と
哀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

都
市

存
し
な
が
ら

、

同
時
に
下
層
部

（
従
来の
地
表
レ
ベ
ル
）

再
開
発
に
よ
る
オ
フ
ィ

ス
・

ピ

ル
の
建
設
は

従
来
の
居
住

に
業
務

、

商
業
の
高
度
な
集
積
を
凶
る
。

者
た
ち
の
移
転
を
意
味
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し

本
当
に
そ
う
し
た
卜
刀
法
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

－
業
務
機
能
の
高
度
集
積
に
よ
り

、

東
京
都
が
め
ざ
し
て

業
務
機
能
の
古
川
密
度
な
集
積
は
、
東
京
に
経
済
的
な
活
力

い
る
多
心
型
都
市
構
造
の
拠
点
と
な
る
地
区
を
形
成
す
る
。

A
V新
・

地
表
面
の
下
層
部
の
業
務
機
能
空
間
は

、

広
い
吹

や
』
付
J

・
え

地
球
上
で
も
っ
と
も
繁
栄
す
る
都
市
と
し
て
各
国

き

抜
け
や
ア
ト

リ
ウ
ム
に
よ
り
執
務
環
境
を
確
保
し、

従

来
の
ピ

ル
よ

り
も
機
能
的
か
つ
快
適な
環
境
を
整
備
す
る
。

Aマ業
務
機
能
の
古
川
度
集
積
に
よ
る
効
果
と
し
て

、

電
気

、

既
存
の
中
小
ピ
ル
な
E

を
従
来
通
り

残
す
こ
と

も
可
能
で
あ
る
が

、

今
回
は
さ
ら
に
積
極
的
に
高
度
利
用
を

凶
り

、

六
層
分
の
オ
フ
ィ

ス
、
商
業
施
設
、
駐
車
場
な
ど
の

業
務
空
間
と
し
て
計
画
し
た。

下
層
部
は
、

既
存
の
歴
史
的
建
造
物

（
神
社

仏
閣
な
ど
）は
そ
の
ま
ま
保
全
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
、
新
－

地
表
面
に
は
そ
の
た
め
の
開
口
部
を
設
け
た
。
ス
ウ
ィ
フ
卜

が
夢
想
し
た
ラ
ピ
ュ
タ
に
も
、
大
き
な
開
口
部
（
裂
目
）
が

あ
る
が
、
こ

れ
は
偶
然
の

一
致
で
あ
る
。

〈
新
・
地
表
面
の
上
部
の
平
面
利
用
比
率
〉

高
層
住
宅
ゾ
ー
ン

中
低
層
住
宅
ゾ
1

ン

公
園
緑
地
な
ど

一
方
、
建
設
に
あ
たり

、

二
O
%
（
二O
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

三
O
%
（三
O
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

四
O
%
（四
O
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

一
O
%
（
一
O
万
平
方
メ
ー
ト
ル
）

開
口
部

〈
下
層
部
（従
来
の
地
上
部
）
の
平
面
利
用
比
率
〉

中
小
道、

下
水
＼
ゴ
ミ
処
理
な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
効

オ
フ

ィ
ス

。

% 

率
を
高
め

、

さ
ら
に

情
報
通
信
、
不ッ
ト
ワ
ー

ク

や
子

亦
ル

商
業
施
設

駐
車
場

一
O
%

一
O
%

ギ
l

パ
ス
な
ど

の
新
し
い
都
市
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

②
都
心
の
空
洞
化
を
是
正
し

、

居
住
環
境
の
整
備
や
職
住
近

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

五
% 

ず
れ
も

、

新
・
地
表
面
で
は
大
幅
に
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ

れ
る
。

四
新
・

地
表
面
上
の
デ
、
ザ
イ
ン
計
画

大
空
間
施
設
一
O
%

文
化
施
設
及
び
貯
蔵
施
設、

構
造
体

問
n
部

一
O
%

中
小
の
ビ
ル
t

住
宅
と
が
混
在
す
る
現
在
の
都
心
部。

新
・
地
表
面
の
建
設
は

、

そ
う
し
た
都
心
の
上
空
に、

緑

豊
か
な
新
し
い
大
地
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る。
そ

こ

で
、

上
部
の
表
面
は
、
盛
土
に
よ
っ
て
な
だ
ら
か
な
丘
や
谷の
連

な
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
つ
く
り、

そ
こ
に
住
宅
を
は
じ

め
と
し
た
諸
施
設
を
配
置
す
る
こ

と
に
し
た

。

①
全
体
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

新
・

地
表
面
の
上
部
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
現
在

の
都
心
部
が
失
い
つ
つ
あ
る
も
の、
つ
ま
り
光
・

風
・

水
・

緑
の
四
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
大
切
に
し
た
。
そ
れ
は
、
光
（
光

の
ガ
レ
リ
ア
、
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ

ッ

ド
）
、
風
（
中
央
広場
の

風
の
塔
、
風
力
発
電
の
丘
）
、
水
（
縦
横
に
め
ぐ
る
水
路、

池
、

滝
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
、

水
道
橋
、
噴
水
）、
緑
（
繰

の
切
通
し
、
果
樹
園

、

緑
に
覆
わ
れ
た
低
層
住
宅
）
な
ど
に

代
表
さ
れ
て
い
る
。

②
平
面
構
成
に
つ
い
て

平
面
的
に
は
、
風
の
塔
の
あ
る
中
央
広
場
を
中
心
に
、
東

西
方
向
の
光
の
、
万
レ
リ
ア
、
南北
方
向
の
縁
の
切
通
し
と
い

う
二
本
の
道
路
に
よ
っ
て

、

四
つ
の
、
ゾl

ン
ぞ
構
成
し
た
。

高
層
住
宅
、
ゾ1
ン
、
中
低
層
住
宅、

ゾ
ー

ン
、
緑
の
ゾ
l

ン
、

文
化
ゾ
1

ン
で
あ
る
。

と
同
時
に
、
散
策
用
の
小
径
や
、
小

さ
な
水
路
を
縦
横
に
め
十
ら
す
こ
と
に
よ
り

、

前
述
し
た
四

つ
の
モ
チ
ー
フ
を
全
体
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。

各
、
ゾl

ン
の
概
要
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る。

・

高
層
住
宅
、
ゾl
ン
：
・
：
都
心
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
モ
デ

ル
と
な
る
高
層
住
宅
を
中
心
t

し
た
地
域

（
超
高
層
住
宅
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

、

小
学
校
、

彫
刻
広
場
、
噴
水e広
場
、
古
代
ロ
！
？
風
の
水
道
橋
な
ど
）

・

中
低
層
住
宅
ゾ
l

ン
：
・
・

家
族
向
き
住
宅
を
中
心
に、

緑

と
ポ
と
住
宅
を
調
和
さ
せ
た
地
域

（
中
低
用
住
宅
、
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド、

風
力
発
電
の

8 

仁誠（CHOH 」 INSEI)画／張

一
O
%

一
般
道
路

五
% 

③
業
務
及
び
居
住
人
口

前
記
の
利
用
形
態
と
利
用
比
率
に
基
づ
き
、
新
・
地
表
面

〆
l

ン
に
勤
務
す
る
就
業
主
数
と
定
住
す
る
居
住
者
数
守
試

算
す
る
と

、

就
業
者
数
五

・

三
万
人

居
住
者
数
四
万
人
（
一
万

三
O
O
O
戸
）

と
な
る

。

こ

の
数
値
を
、
現
状
の
都
心
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

た
と
え
ば
港
区
（
面
積
二
0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
、
昼

間
人
口
約
ヒ
O
万
人
、
復
間
人
口
約
二
O
万
人
で
あ
る
。
こ

れ
を
一
0
0
0
メ
ー

ト
ル
問
点
ご
平
方
キ
ロ
メ

ー

ト
ル
）

の
平
均
値
で
み
る
と
、
昼
間
人
口
三
・

五
万
人
、
佼
間
人
口

一万
人
と
な
る

。
従
っ
て
、
就
業
者
数
及
び
居
住
者
数
の
い

- _,,,.. 

ムr’



③つ

丘
、
果
樹
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

シ
ヨ
ツ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
、
中

学
校
、
遊
歩
道
広
場
な
ど
）

・
緑
の
ゾ
l

ン
：
：
：

居
住
者
及
び
勤
労
者
が
自
然
に
親
し
み
、

運
動
を
す
る
た
め
の
地
域

（
牧
場
、
野
外
円
形
劇
場
、
球
形
プ
－
フ
、
糸
タ
リ
ウ
ム
、
バ

イ
オ
関
連
研
究
施
設
、
池
、
滝
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
プ
ー

ル
な
E

）

・
文
化、
ゾl
ン
：
：
：

居
住
者
及
び
勤
労
者
の
た
め
の
文
化
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る
地
域

（
開
閉
型
ド
l

ム
の
ア
リ
ー
ナ
、
美
術
館
、
映
像
ホ
ー
ル
、

展
示
場
、
船
着
場
な
E

）

ま
た
、
高
層
住
宅
、
ゾl

ン
と
文
化
ゾ
l

ン
と
の
聞
に
は
、

大
き
な
開
口
部
を
設
け
た
。

こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

都
心
部
に
も
神
社
仏
閣
を
は
じ
め
t

し
た
歴
史
的
建
造
物
が

少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
建
物
を
現
状
の
ま
ま
で

保
全
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
る
。
従
っ
て
、
開
口
部
と
接
す

る
新
・
地
表
面
は
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
階
段
状
の
商
業
施
設
、

及
び
自
然
傾
斜
地
と
し
た

。

③
建
造
物
に
つ
い
て

新
・
地
表
面
上
の
建
造
物
は
、
基
本
的
に
は
居
住
関
連
施

設

（
住
宅
、
文
化
施
設
）
の
み
と
し
、
業
務
関
連
施
設
（
オ

フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
、
倉
庫
な
ど
）
は
す
べ
て
下
層
部
に
設

置
し
た
。

住
宅
に
つ
い
て
は
、
定
住
人
口
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

都
心
型
の
住
ま
い
方
を
重
視
し
て
、
す
べ
て
集
合
住
宅
と
し
、

一
O
棟
の
高
層
住
宅
群
と
、
五
六
棟
の
中
低
層
住
宅
群
に
よ

っ

て
構
成
し
た

。

四
O
階
建
て
以
上
の
建
物
が
並
ぶ
高
層
住
宅
棟
は
、
単
身

者
や
二
人
暮
ら
し
向
き
の
コ
ン
パ
ク
ト
・

タ
イ
プ
の
住
戸
が

中
心
と
な
る

。

都
心
型
の
新
し
い
暮
ら
し
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
建
物
の
意
匠
も
か
つ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
志
向
し
た
ロ
シ

ア
構
成
主
義
や
イ
タ
リ
ア
未
来
派
を
想
わ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
の

も
の
と
し
た
。

中
低
層
住
宅
棟
は
、
家
族
向
き
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
や
、
緑

岳
(’ 
し

豊
か
な
共
同
庭
を
持
つ
住
宅
が
中
心
と
な
る
。

な
だ
ら

か
な

丘
陵
の
中
に
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
も
な
る
公
園
や
水
路

な
ど
を
配
置
し
た
。

一
方
、
文
化
施
設
（
開
閉
型
ド
ー
ム
の
ア
リ
ー
ナ
、
美
術

官官

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
は
、
で
き
る
限
り
半

地
下
す
（
盛
土
の
下
に
埋
め
込
む
形
態
）
と
し
た

。

そ
れ
は
、

新
し
い
大
地
の
連
続
的
な
広
が
り
を
生
か
す
た
め
で
あ
る
。

屋
外
に
配
置
す
る
各
施
設

（
古
代
ロ1

マ
風
の
水
道
橋
、

ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
野
外
円
形
劇
場
、
光
の
ガ
レ
リ
ア

な
刊
と
）
に
つ
い
て
は
、
未
来
型
の
ハ
イ
テ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ

よ
り
は
、
歴
史
性
を
重
視
し
た
親
し
み
の
も
て
る
デ
、
ザ
イ
ン

を
考
え
た
。
果
樹
園
の
ブ
ド
ウ
棚
や
イ
チ
ゴ
畑
、
牛
の
遊
ぶ

牧
場
な
ど
と
と
も
に
、
心
の
な
ご
む
、

い
つ
か
見
た
懐
か
し

い
田
園
風
景
を
再
現
し
て
み
た
。

ま
た
下
層
部
の
業
務
空
間
に
自
然
光
を
採
り
入
れ
る
た
め

の
ト

ッ
プ
ラ
イ
ト
を
、
新
・

地
表
面
上
の
随
所
に
設
置
し
た

。

④
交
通
機
関
に
つ
い
て

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
・
地
表
面
の
上
の
道
路
は
、

す
べ
て
歩
行
者
及
び
自
転
車
用
の
も
の
で
あ
る

。

外
部
と
の

連
絡
の
要
と
し
て
は
、
中
央
広
場
の
下
に
既
存
の
地
下
鉄
駅

が
あ
る
も
の
と
仮
定
し
、
風
の
塔
の
内
部
を
利
用
し
た
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
方
法
を
採
用
し
た

。

ま
た

、

緊
急
連
絡
用
道
路
と
し
て
、
外
部
か
ら
直
接
入
れ
る
道
路
を

数
カ
所
に
配
置
し
て
あ
る
。

高
層
住
宅
ピ
ル
は
そ
の
下
部
が
既
存
の
地
盤
面
ま
で
つ
な

が
っ
て
お
り
、
自
由
に
出
入
り
が
で
き
る
。
同
様
の
上
下
連

絡
路
は
随
所
に
あ
り
、
、
ど
の
地
点
か
ら
も
外
部
と
の
往
来
は

自
由
に
で
き
る
も
の
と
し
た

。

地
域
内
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
中
央
の
地
下
鉄

駅
ま
で
は
徒
歩
あ
る
い
は
自
転
車
で
十
分
な
距
離
で
は
あ
る

が
、
新
・

地
表
面
の
下
に
数
人
乗
り
の
新
交
通
シ
ス
テ

ム
を

導
入
し
た
。

定
し
、 さ
ら
に
、
今
回
は
南
側
に
河
川
が
流
れ
て
い
る
も
の
と
想

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
つ
い
て
も
検
討
を
お
こ

な

＠
彫
刻
広
場

＠
小
学
校

＠
噴
水
広
場

。
シ
ョ
ッ

ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

＠
緑
の
切
通
し

＠
小
学
校

＠
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

＠
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

＠
排
気
塔

⑪
遊
歩
道
広
場

＠
風
力
発
電
の
丘

＠
中
学
校

＠
コ
ミ
ユ
二
テ
イ
セ
ン
タ
ー

＠
果
樹
園

＠
光
の
ガ
レ
リ
ア

＠
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

＠
プ
ー

ル

＠
野
外
円
形
劇
場

＠
緊
急
車
両
用
道
路

＠
流

＠
牧
場

＠
サ
イ
ロ

＠
球
形
プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ
ム

＠
バ
イ
オ
関
連
研
究
線
設

＠
開
閉
型
、
ド
l

ム
の
ア
リ

ー

ナ

＠
船
着
場

＠
美
術
館
、
映
像
ホ
ー
ル

、
展
示
場

＠
中
央
広
場

＠
風
の
俗

＠
水
道
陣
例

＠
在
米
地
拡
が
露
わ
れ
た
関
口
部

を:ff<のゾーン
新・ 地表面配置図

っ
た
。

川
岸
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
ち
ょ
う
ど
水
都
ヴ
ェ
、
汗
ツ
イ

ア
の
建
物
の
よ
う
に
水
際
に
接
し
て
い
る
。
そ
こ
に
桟
橋
を

設
け
て
、
水
上
パ
ス
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
や
レ
ジ
ャ
ー

用
ボ

l

卜
の
発
着
も
で
き
る
水
辺
空
聞
を
創
造
し
た

。

五新
・

地
表
面
は

新
・

地
表
面
の
構
造
計
画

一
0
0
0
メ
ー

ト
ル
×
一
0
0
0
メ
｜

卜
山
げ
と
い
う
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。

過
去
の
人
工
地
盤
の
事

例
と
比
較
し
て
も
、
規
模
の
点
で
も
、
内
容
の
点
で
も
大
き

く
異
な
っ
て
い
w
る
。

た
と
え
ば
新
宿
の
西
口
地
区
を
、
超
高

層
ビ
ル
を
ふ
く
め
て

一
0
0
0

メ
ー
ト
ル
四
方
に
切
り
取
り
、

地
盤
ご
と
全
体
を
高
さ
三
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
ま
で
持
ち
上

げ
る
よ
う
な
も
の
、
と
い
え
ば
、
そ
の
ス
ケ

ー

ル
が
理
解
、
て

き
る
だ
ろ
う
か

。

実
際
、
計
画
の
途
中

、

て
は
、
地
上

、

て
あ
ら
か
じ
め
町
を
つ

く
り
、
そ
れ
を
地
盤
ご
と
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
す
る
方
法
や
、
斜

長
橋
の
よ
う
に
タ
ワ
ー
か
ら
吊
る
方
法
な
ど
も
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
回
は
、
地
上
三
一
メ
ー

ト
ル
の
位
置
に
コ

ン
ク
リ

ー

ト
造
の
構
造
体
を
建
設
し
、
盛
土
を
し
て
、
そ
の

上
に
住
宅
そ
の
ほ
か
の
施
設
を
設
置
す
る
手
順
と
し
た
。
こ

れ
は
、
既
存
の
都
市
集
積
の
上
に
新
・

地
表
面
を
建
設
す
る

と
い
う
尾
島
教
授
案
の
意
図
を
生
か
す
と
同
時
に
、
デ
、
ザ
イ

ン
的
に
も
す
っ
き
り
し
た
形
態
に
な
る
か
ら
で
あ
る

。
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ま
た
、
構
造
体
の
ス
パ
ン
（
柱
と
柱
の
間
隔
）
は
、
下
層

部
の
利
用
形
態
や
既
存
の
道
路
網
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
大

き
い
ほ
う
が
都
合
が
良
い
。

そ
こ
で
今
回
は
、

0
0
メ
ー
ト
ル
と
設
定
し
た
。

ス
パ
ン
を

①
構
造
形
式
に
つ
い
て

構
造
計
画
を
立
て
る
際
に
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

パ
ン
が
一
0
0

メ
ー
ト
ル
と
な
る
と
、
構
造
体
は
通
常
のR

C

造
や
S

造
で
は
梁
ス
ラ
ブ
構
造
と
な
る
た
め
、
梁
背
（
梁

部
分
の
上
下
の
長
さ
）
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
分
だ
け
新
・

地
表
面
の
階
高
が
高
く
な
る
点
で
あ
る

。

梁
背
、
が
大
き
い
と
、

下
層
部
の
業
務
空
間
の
利
用
に
も
障
害
と
な
る
。
そ
こ
で
、 ス



構
造
体
を
で
き
る
だ
け
平
ら
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
有
利

な
ア
ン
ボ
ン
ド
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ブ
構
法
を
採
用
し
た
。

ア
ン
ボ
ン
ド
フ
ラ
ッ

ト
ス
ラ
プ
構
法
は
、
梁
の
な
い
床
と

柱
だ
け
の
構
造
形
式
で
あ
る
フ
ラ

ッ

ト
ス
ラ
プ
に

さ
ら
に

プ
レ
ス
ト
レ
ス

（
ピ
ア
ノ
線
ケ
ー
ブ
ル
げ
に
よ
る
緊
張
力
）
を

与
え
て
、
床
の
性
能
を
高
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
新
・

地
表
面
で
は
、
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
。

a
v長
期
た
わ
み
、
ひ
び
割
れ
の
な
い
高
品
質
ス
ラ
プ
が
で

き
る

a
v新
・
地
表
面
の
下
に
、
梁
の
な

い
広
い
空
間
が
生
ま
れ
る

．
梁
の
な
い
分
だ
け
、
全
体
の
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
が

て
き
る

a
v大
き
な
ス
パ
ン
が
可
能
と
な
る

－
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
が
減
り
、
構
造
体
の
自
重
が
軽
く
な
る

②
ス
ラ
ブ
部
分
の
概
略
に
つ
い
て

構
造
体
に
作
用
す
る
上
載
荷
重
と
、

厚
き
は
、
次
の
よ
う
に
求
め
た
。

ス
ラ
ブ
（
床
版
）

①
上
載
荷
重

新
・
地
表
面
の
上
の
建
物
は

、

平
均
四
階
建
て
と
し

、
全

体
面
積
の
四
O
%
を
占
め
る
も
の
と
し
て
計
算
し
た
。
な
お
、

高
層
住
宅
の
建
物
は
、
独
立
し
た
建
造
物
で
あ
る
た
め
、
こ

’
」
で
は
除
外
し
た。

・
建
物
荷
重
一
－
N
円
＼司
×

へ
×
ち
沢
村
N

・0
同
＼
ミ

次
に
、
盛
土
（
土
砂
）
の
厚
き
を
一
メ
ー
ト
ル
と
す
るt

、

・
盛
土
荷
重
一
日
。
ョ×
「
∞
門
＼ミ
H

「
∞
同
＼ミ

①
ス
ラ
プ
厚

ア
ン
ポ
ン
ド
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
プ
構
法
に
よ
る
ス
パ
ン
中
央

部
の
ス
ラ
プ
厚
は
ス
パ
ン
の
四
O
分
の

一
と
し
た
。

P
C

橋

（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
）
の
場
合
は
工
事
実

績
の
平
均
値
で
三
四
分
の
一
と
な
る

。

さ
ら
に
、
プ
レ
ス
ト

レ
ス
を
導
入
し
な
い
土
木
構
造
物
の
場
合
、
一
般
に
ス
パ
ン

の
一
O
分
の
一
i

一
五
分
の
一
の
ス
ラ
ブ
厚
を
必
要
と
す
る
。

こ
れ
ら

と
比
較
す
る
と
、
ス
ラ
ブ
厚
を
か
な
り
薄
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

－
ス
ラ
ブ
厚

昨
日

5
0
ョ

×

X
C
H

M
・
印
日

の

③
柱
の
概
略
に
つ
い
て

ス

パ
ン
を
一
0
0
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、

ト
ル
で
は
一
一
本
の
柱
が
必
要
と
な
る
。
従
っ
て
、
構
造
体

全
体
の
柱
数
は
二
二
本
と
な
る
。
実
際
に
は
、
高
層
住
宅

や
大
規
模
空
間
部
分
は
別
に
考
え
る
べ
き
だ
が
、
こ
こ
で
は

す
べ
て
を
柱
で
支
え
る
も
の
と
し
て
計
算
し
た
。

ま
た
、
柱
と
基
礎
杭
は
、
地
震
に
t

も
な
う
水
平
力
を
受

け
も
つ
場
合
は
、
大
き
な
平
面
す
法
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ

で
、
水
平
力
を
受
け
な
い
よ
う
、
柱
t

基
礎
杭
と
の
聞
に
免

震
装
置
（
後
述
）
を
取
り
付
け
、
部
材
す
法
を
で
き
る
だ
け

小
さ
く
す
る
こ
と
に
し
た
。

従
っ

て
、
柱
に
作
用
す
る
荷
重

は
、
鉛
直
力
の
み
を
考
え
た
。

①
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
応
力
度

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
設
計
基
準
強
度
（
長
）
に
つ
い
て
は
、

一
O
O
O
メ
！

今
後
の
高
強
度
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
開
発
を
想
定
し
、
戸
川
川

u
c
c
k
m
＼え
と
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
圧
縮
応
力
度
は
、

分
の
一
vと
し
て
、
ぷ
m，

n
H
H
ω
c
c
w
m

＼
畠
刊
と
し
た
。

①
柱
に
作
用
す
る
荷
重

そ
の

ま
た

一
本
当
り
の
柱
に
か
か
る
荷
重
に
つ
い
て
は
、
上
載
荷
重

及
び
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
プ
な
ど
の
自
重
か
ら
、
次
の
よ
う
に
求

め
た

。

換
算
等
分
布
荷
重

出
口
N

H
C円
＼ヨ
N

荷
重同

）uu
g
同
＼ミ
×

H
C
C
ョ

×

E
C
ョ

N

E
c
－
－c
c
円
＼
斗
れ

こ
れ
に
よ
り
、
柱
一
本
に
作
用
す
る
総
荷
重
は
、

ト
ン
に
も
及
ぶ
こ
と
が
分
か
る。

こ
の
数
値
は
、
同
じ
よ
う

に
柱
に
鉛
直
力
が
作
用
す
る
橋
脚
の
荷
重
と
比
較
す
る
と
、

一
O
i

一
0
0
0
倍
に
も
な
る
。

橋
の
場
合
、
P
C

橋
、
て
は
主
桁
に
ホ
ロl
ス
ラ
ブ
（
中
空

床
版
）
を
用
い
て
自
重
の
軽
量
化
を
図
る
。
こ
れ
に
対
し
、

新
・
地
表
面
の
ス
ラ
プ
で
は
、
X
Y

両
方
向
に
鉄
筋
及
び
P

C

鋼
線
を
通
す
た
め
、
ス
ラ
ブ
が
中
空
で
は
な
く
、
そ
の
分
、

自
重
が
大
き
く
な
る
。
ま
た
、
上
部
に
道
路
や
鉄
道
が
あ
る

だ
け
の
橋
に
対
し
て
、
新
・
地
表
面
で
は
盛
土
や
建
物
が
あ

り
、
上
載
荷
重
が
橋
の
二
倍
に
も
な
る。

さ
ら
に
、
橋
は
一

方
向
の
構
造
物
で
あ
る
が
、
今
回
の
ス
ラ
ブ
は二
方
向
の
構

造
物
で
あ
り
、
柱
に
作
用
す
る
荷
重
が
増
大
す
る。

な
お
、
こ
の
荷
重
を
支
え
る
柱
一
本
の
平
面
す
法
は
、
さ

き
は

E

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
許
容
耐
力
か
ら
、
七
メ
ー
ト

ル
×
七
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

寸C
C×
S

×
吋
C
C
S×
ω
C
C片
側
＼
S
H
U
N
E？
c
c
c同
＼斗
れ〉
初
旬
H

一
O
万

H
o
c－c
c
c円
＼サ

④
基
礎
杭
の
支
持
力
に
つ
い
て

柱
の
荷
重
が
非
常
に
大
き
い
た
め
、
そ
れ
を
受
け
る
基
礎

13 
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11,000A 

内径

杭
も
相
当
大
き
な
平
面
寸
法
を
必
要
と
す
る

。

将
来
的
に
は
、

重
量
が
小
さ
い
高
強
度
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鉄
部
材
な
ど
の

新
素
材
が
開
発
さ
れ
、
部
材
寸
法
が
小
き
く
な
り
軽
量
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
地
盤
そ
の
も
の

は
何
ら
変
化
す
る
も
の
で
は
な
く
、
許
容
支
持
力
に
は
改
良

の
余
地
が
な
い
。

従
っ
て
、
荷
重
の
増
大
に
対
応
す
る
に
は
、

基
礎
杭
の
平
面
寸
法
を
大
き
く
す
る
か
、
あ
る
い
は

一
般
の

建
築
構
造
物
の
支
持
層
で
あ
る
洪
積
層
で
は
な
く
、
さ
ら
に

深
層
の
第
三
紀
層
に
支
持
基
盤
を
求
め
る
方
法
も
考
え
ら
れ

る
。

今
後
の
検
討
課
題
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

。

ま
た
、
基
礎
杭
は
、
最
近
の
橋
脚
工
事
な
E

で
使
用
さ
れ

る
地
中
連
続
壁
基
礎
に
つ
い
て
も
検
討
を
お
こ
な
っ
た
が
、

今
回
は
中
実
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
を
打
設
す
る
方
法
を
採
用

し
た

。

①
支
持
基
盤

杭
の
支
持
基
盤
と
し
て
は
、

値
）
五
O
以
上
の
東
京
際
層
、

N
値
（
地
盤
の
固
さ
の
表
示

な
い
し
は
江
戸
川
砂
層
と
し

15 

①
地
盤
の
許
容
支
持
力

砂
喋
層
及
び
砂
層
の
極
限
支
持
力
（
R
）

構
造
設
計
規
準
か
ら
、

は
、
建
築
基
礎

同
）
＝
U
H

］
ケ
∞CC
け
＼5
N

長
期
の
許
容
支
持
力
は
、
安
全
率
（

日

ω
）

、

ト
品h
ソ

l
r
r
し
、

同
）
回
日
日
ぷ同
）
乙
H

∞C
C同
＼ミ

と
な
る

。

幹線共同溝断面図（都市部）

①
杭
の
断
面
積

杭
の
必
要
断
面
積
は
、
柱
に
作
用
す
る
鉛
直
力
に
対
し
て

は

一
辺
一
三
メ
ー
ト
ル
の
矩
形
断
面
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
杭

の
自
重
及
び
後
述
す
る
免
震
装
置
の
寸
法
か
ら
一
辺

一
七

八
メ
ー
ト
ル
と
し
た

。

⑤
免
震
構
造
に
つ
い
て

前
述
し
た
よ
う
に
、
地
震
に
と
も
な
う
水
平
力
の
発
生
を

抑
え
る
目
的
か
ら
、
今
回
は
柱
と
基
礎
杭
の
聞
に
免
震
装
置

を
取
り
付
け
た
。

免
震
装
置
は

、

鉄
板
と
ゴ
ム
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
成
型
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の
エ
、
汗
ル
ギ
ー
や可
燃
物
は
、
現
状
で
は
使
用
後
に
そ
の
大

部
分
が
排
熱
、
あ
る
い
は
ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
都
市
に
固
有
の
排
熱
や
廃
棄
物
を
エ
、
み

ル
ギ
！
と
し
て
再
利
用
し
、
徹
底
的
に
使
う
た
め
の
シ
ス
テ

ム

の
構
築
を
踏
ま
え
た

、外
ッ
ト
ワ
ー

ク

・

シ
ス
テ
ム
を

計
画

し
た

。
具
体
的
に
は
、
親
水
空
間
と
し
て

設
け
た
水
路
を
新
・

地

表
面
の
熱
ェ
、
不
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
タ

ン
ク

と
し
て
用
い
る

「
子
亦
ル
ギ
！
パ
ス
」
を

採
用
し
た
。
吉
岡
エ
、
み
ル
ギ
l

消
費

型
で
あ
る
業
務
・

商
業
施
設
な
E

の
排
熱
を
水
路
に
放
熱
し

、

こ

れ
を
熱
源
と

し

て
住
宅
、
ホ
テ
ル
な
ど

の
給
湯
・

暖
房
に

利
用
す
る

方
法
で
あ
る
0

・
ま
た
、
排
水
を浄
化
し
た
処
理
水

の
熱
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
の
処
理
水
を
水
路
に

流
し

、
冬
は
熱
源
と
し
て
、
夏
は

冷
却
水
と
し
て
用
い
る

。

こ

の
よ
う

に
、
「
エ、
汗
ル
ギ
l

パ
ス
」
は
新
・
地表
面
の
さ
ま

ざ
ま

な

工
、汗
ル
ギ
！
消
費
に
よ

っ
て
発
生
す
る
排
熱
の
有
効

な

利
用
を
可
能
に
す
る
。

ま
た
、
大
気
か
ら
の
熱
回
収
、
デ
ィ

ス
ポ
！
ザ
ー
で
粉
砕

し

た
後
の
厨
芥
か
ら
得
ら
れ
る
メ
タ

ン
ガ
ス
利
用
も

お
こ
な

う
。

さ

ら
に
東
京
湾
岸
新

・
幹
線
共
同溝
か
ら
の

ゴ
ミ
焼
却
熱

が
、
新
・
地
表
面
へ
の
熱
源
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
、
あ
る
い

は

熱
需
要
ピ
ー

ク
時
の
装
置
軽
減
機
能
を
有
す
る
よ
う
に
活

用
し
、
新
・
地
表
面
へ
の
全
投
入
エ
、
不
ル
ギ
ー
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う

に

工
夫
し
た

。

こ
れ
は
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て

い
る

、

化
石
燃
料
消
費
に
よ
る
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
増
大

が
地
球
の
温
室
効
果
を
も
た
ら

す
現
象
を
、
極
力
防
止
す
る

シ

ス
テ
ム
で
も
あ
る

。

②
水
利
用
シ
ス
テ
ム

新
・
地
表
面
の
上
部
に
は
、
生
活
や
自
然
t

調
和
し
た
水

路
、
池
、
滝
な
ど
の
快
適
な
水
辺
環
境
が
計
画
さ
れ
て
い
る。

そ
の
た
め
、
豊
か
な
水
の
使
用
を
実
現
す
る
た
め
の
合
理
的

か
つ
積
極
的
な
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

。

そ
こ
で
今
回
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
考
え
方
の
水
利
用
シ

ス
テ
ム
を
採
用
し
た

。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で

あ
る
。

新・ 1也表面

地盤

電力通信

通信

電力

光ファイパ一通信

－
供
給
す
る
水
を
、
用
途
別
に
「
お
い
し
い
水
L
寸

上
水
（
水

道
水
）
L

「
中
水
（
排
水
再生
水
、
雨
水
）
」
の
三
種
類
に
分

け
て

4rJ
え
る

。

－
新
・

地
表
面
に
降
っ
た
雨
は
す
べ
て
集
水
し
再
利
用
す

る
。

こ

れ
は
、
非
常
時
の
飲
用
水
と
し
て
も
確
保
す
る
。

A守水
路
や
池
、
噴
水
、
滝
な
ど
の
親
水
空
間
へ
の
補
給
は
、

中
水
を
利
用
す
る

。

－
住
宅
や
飲
食
店
か
ら

発
生
す
る
厨
芥
（
生
ゴ
ミ
）
に
つ

い
て
も

、
排
水
処
理
施
設
で
処
理
す
る
。

従
来
の
よ
う
に

ゴ
ミ
と
し
て
廃
棄
せ
ず
、
デ
ィ
ス
ポ
l

ザ
！
”
で
粉
砕
後、

直
接
排
水
管
に
流
し
、
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
ー
内
の
微
生
物

に
よ

っ
て
分
解
し
て
メ
タ
ン
ガ
ス
に
変
え
、
熱
エ
、
不
ル
ギ

ー
と
し
て
利
用
す
る

。

③
ゴ
ミ
処
理
シ
ス
テ
ム

厨
芥
に
つ
い
て
は
、
水
利
用
シ

ス

テ
ム
の
項
で
述
ペ
た
通

り
だ
が
、

一
般
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
収
集
セ
ン
タ
ー
ま
で
空

気
搬
送
し
、
分
離
機
で空
気
と
分
離
し
た
後
、
地
下、
不
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ゴ
ミ
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
焼
却
場
へ
輸
送
す
る

。

④
電
力
・
昼
光
照
明
・
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

電
力
と
吾

一光
照
明
に
つ
い
て
は
、
新
・
地
表
面
の
域
内
に

子
不
ル
、ギ
l

セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
で
き
る
限
り
ミ
ニ
マ
ム

ェ
、
不
ル、

ギ
l

化
を
め
ざ
す
も
の
と
し
た

。

常
用
電
源
は
域
外

か
ら
も
導
入
す
る
が
、
太
陽
光
や
風
力
の
自
然

エ
、
汗
ル
ギ
ー

を
積
極
的
に
利
用
し
、
さ
ら

に
燃
料
電
池
熱
併
給
発
電
に
よ

る
熱
エ
、
不
ル
ギ
！
の
高
度
利
用
も
計
画
し
た

。

情
報
通
信
は
、

主
に
域
外
と
の
接
続
を
お
こ
な
う
通
信
事

業
系
の
、
不ッ
ト
ワ

l

ク
t

、
域
内
の
通
信
、
汗ッ
ト
ワ

l

ク
を

併
用
し
て
お
こ
な
う

。

こ
の
た
め
、
通
信
セ
ン
タ
ー
や
都
市

管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の
と
し
た。

都
市
管
理
セ
ン

タ
ー
で
は
、
各
建
物
の
管
理
や
ヱ
、
不
ル
ギ
l

プ
ラ
ン
ト
な
ど

の
公
共
施
設
の
集
中
管
理
を
実
施
す
る

。

電
力
・
昏

一光
照
明
・

情
報
通
信
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

は
次
の
よ
う
な
内
容
t

し
た

。

－
燃
料
電
池
熱
併
給
発
電
シ
ス
テ
ム
：
；
：
排
気
ガ
ス
や
騒

音
の
少
な
い
燃
料
電
池
発
電
を
お
こ
な
い
、
排
熱
を
有
効

し
た
積
層
ゴ
ム
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
減衰性
能
）
を
加
え
た
も
の

で
、
鉛
直
力
に
対
し
て
は
高
い
剛
性
を
、
ま
た
水
平
力
に
対

し
て
は
柔
ら
か
い

剛
性
を
も
っ
て
い
る

。
今
回
使
用
す
る
免

震
装
置
は
、
一
台
当
り
六
二
五
0
ト

ン
用
の
も
の
を
、
柱
一

本
に
付
き
一
六
台
使
用
す
る
。

今
回
、
新
・
地
表
面
に
採
用
し
た

免
震
構
造
は
、
関
東
大

震
災
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震
に
も
十
分
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る

。

新
・
地
表
面
の
設
備
計
画

設
備
計
画
を
お
こ
な
う
に
当
り

、

意
し
た
。

二
つ
の
点
に
と
く
に

留

一
つ
は
、
新
・
地
表
面
の
構
想
が
、
都
心
に
緑
や
水
と
い

う
潤
い
の
あ
る
居
住
空
間
と

、
国
際
化
や
高
度
情
報
化
に
対

応
す
る
未
来
型
の
業
務
空
間
の
両
方
を
実
現
す
る
試
み
と
い

う
点
で
あ
る
。
そ

こ
で
設
備
面
で
も
、
自
然
と

の
調
和
と
最

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
共
に
重
視
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
新

・
地
表
面
の
設
備
シ
ス
テ
ム
と
、
尾
島

教
授
に
よ
る
「
東
京
湾
岸
新
・

幹
線
共
同
溝
」

構
想
と
の
ド

ッ

キ

ン
グ
で
あ
る
。

こ

の
構
想
は
、
東
京
湾
岸
を

一
巡
す
る

長
大
な
地
下
共
同
溝
を
設
置
し
、
情
報
通
信
、
物
流
を
は
じ

め
、

ェ
、
不
ル
ギl

や
ゴ
ミ
な
ど
の
供
給
処
理
機
能
を
一
括し

て
ま
か
な
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る

。

さ
ら
に
東
京
都
区
部
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や
各
都
市
と
を
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
結
び
、
首
都
圏
の
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
一
大
、
汗ッ
卜

ワ
l

ク
を
つ
く
る
構
想

で
も
あ
る
。

そ
の
概
要
は
図
に
示
し
た
通
り
だ
が
、
今
回
の

新
・
地
表
面
の
設
備
計
画
も
、
こ
の
新
・

幹
線
共
同
溝
の
存

在
を
前
提
と
し
、
立
案
し
た

。

①
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

新
・
地
表
面
の
上
部
に
展
開
さ
れ
る
住
宅
群
や
そ
の
関
連

施
設
と
、
下
層
部
に
設
置
さ
れ
る
業
務
関
連
施
設
、
物
流
施

設
、
各
種
設
備
施
設
な
ど
に
対
し
、
年
聞
を
通
し
て
安
定

し

た
冷
暖
房
・

給
湯
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
に
、
熱
エ
、
外

ル
ギ
l

供
給
、
みッ
ト
ワ
！
ク
を
設
置
す
る
。

き
ま
ざ
ま
な
都
市
活
動
に
必
要
と
な
る
電
気
・

ガ
ス
な
ど

利
用
す
る

0

．
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
：
：
：

風
力
発
電
を
、
滝
の
揚
水
や

モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
照
明
な
ど
の
電
源
’
と
す
る

。

－
太
陽
光
取
入
れ
シ
ス
テ
ム
：
：
：

新
・
地
表
面
に
設
置
し

た
ガ
ラ
ス
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
か
ら
、
太
陽
光
を
導
入
す
る。

－
地
域
内
通
信
網
：
：
：
通
信
セ
ン
タ
ー
及
び
都
市
管
理
セ

ン
タ
ー
と
、
各
建
物
と
の
聞
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
、

高
速
通
信
網
を
形
成
す
る

。

－
住
宅
の
情
報
通
信
設
備
：
：
：
ホl
ム
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
・

シ
ス
テ
ム
に
防
災
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l

、

自
動
検
針

機
能
な
ど
を
持
た
せ
、
都
市
管
理
セ
ン
タ
ー
と
接
続
し
て

集
中
管
理
を
お
こ
な
う

。

－
東
京
湾
広
域
通
信
網
へ
の
接
続
：
：
：

尾
島
教
授
の
構
想

に
依
り
、
最
寄
り
の
通
信
拠
点
で
あ
る
東
京
テ
レ
ポ
ー
ト

に
地
下
、不
ツ
ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
、
東
京
湾
岸
新
・
幹
線

共
同
溝
シ
ス
テ
ム
の

一
環
と
し
て
機
能
さ
せ
る

。

作
業
を
終
え
て

人
類
は
太
古
の
昔
か
ら
、
新
し
い
大
地
の
創
造
を
め
ぎ
し

て
き
た
。

モ
へ
ン
ジ
ョ
・
ダ
ロ
の
レ
ン
ガ
製
の
都
市
基
盤
も
、

京
都
・

清
水
寺
の
舞
台
も
、
あ
る
い
は
埋
立
て
に
よ
る
東
京

湾
の
未
来
計
画
の
多
く
も
ま
た
、
そ
う
し
た
情
熱
の
あ
ら
わ
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れ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う

。

わ
れ
わ
れ
が
計
画
し

尾
島
俊
雄
教
授
の
構
想
に
基
づ
き
、

た
東
京

「
ラ
ピ
ュ
タ
」
構
想
も
ま
た
、
新
し
い
大
地
へ
の
ロ

マ
ン
に
満
ち
た
挑
戦
で
あ
っ
た

。

し
か
も
、
従
来
の
人
工
地

盤
を
、
規
模
の
点
で
も
内
容
に
お
い
て
も
超
え
た
新
・
地
表

面
の
建
設
は
、
都
市
計
画
、
意
匠
、
構
造
、
そ
し
て
設
備
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
未
知
の
荒
野
へ
踏
み
出
す
試
み

で
あ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
作
業
に
は

一
年
余
を
要
し
た

。

都
市
機
能
の
過
密
化
と
定
住
人
口
の
過
疎
化
が
、
大
き
な
課

題
で
あ
る
東
京
を
は
じ
め
と
し
た
諸
都
市
に
お
い
て
、
今
後

の
都
市
再
開
発
の
考
え
方
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

ガ
リ
ヴ
ァ
が
好
奇
心
を
も
っ
て
天
空
の
ラ
ピ
ュ
タ
に
乗
り

込
ん
で
い
っ
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
が
新
・
地
表
面
に
移
り

住
む
日
は
、
そ
う
遠
く
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
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